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§１．研究成果の概要  

 

  人が物体に手を伸ばして取る、といったリーチング運動を行う際、脳内で運動計画

が立てられることが示唆されている。具体的には、まず物体の位置を認識し、自分の

身体と物体の位置関係を把握し、その方向にどの程度手を動かせば良いか、というパ

ラメータ計算を行っていると予想される。本研究課題では、運動制御に関する情報を

脳波から抽出しセルフケアサポートシス

テムに生かすことを目的としていることか

ら、運動計画に含まれるこれらのパラメー

タのうち、どのパラメータ情報が最も脳内

情報として脳波に現れているのかを調べ

た。その結果、目標とする物体の位置で

はなく、物体への方向と距離の情報が脳

波に表現されていることが示唆された。こ

の成果は Frontiers in Neuroscience (Kim 

et.al.,2019) にて発表した。 
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